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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和1年10月10日(2019.10.10)

【公表番号】特表2019-501648(P2019-501648A)
【公表日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【年通号数】公開・登録公報2019-003
【出願番号】特願2018-528753(P2018-528753)
【国際特許分類】
   Ａ２３Ｌ  27/20     (2016.01)
   Ａ２３Ｌ  27/00     (2016.01)
   Ａ６１Ｋ   8/35     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｇ   3/34     (2006.01)
   Ａ２３Ｇ   4/06     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   2/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｃ   9/13     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ   9/10     (2016.01)
【ＦＩ】
   Ａ２３Ｌ   27/20     　　　Ｆ
   Ａ２３Ｌ   27/00     　　　Ｅ
   Ａ６１Ｋ    8/35     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/49     　　　　
   Ａ６１Ｑ   11/00     　　　　
   Ａ２３Ｌ   27/20     　　　Ｈ
   Ａ２３Ｇ    3/34     １０１　
   Ａ２３Ｇ    4/06     　　　　
   Ａ２３Ｌ    2/00     　　　Ｂ
   Ａ２３Ｃ    9/13     　　　　
   Ａ２３Ｌ    9/10     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年8月21日(2019.8.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　甘味物質
　甘味性炭水化物および特に糖（スクロース）、例えばスクロース、トレハロース、ラク
トース、マルトース、メレジトース（ｍｅｌｉｚｉｔｏｓｅ）、ラフィノース、パラチノ
ース、ラクツロース、Ｄ－フルクトース、Ｄ－グルコース、Ｄ－ガラクトース、Ｌ－ラム
ノース、Ｄ－ソルボース、Ｄ－マンノース、Ｄ－タガトース、Ｄ－アラビノース、Ｌ－ア
ラビノース、Ｄ－リボース、Ｄ－グリセルアルデヒド、または様々な重合度のマルトデキ
ストリンなどは、まず第一に甘味物質または甘味性物質として使用できる。例えばテンサ
イ（Ｂｅｔａ　ｖｕｌｇａｒｉｓ種、糖画分、液糖、モラセス）、サトウキビ（サッカル
ムオフィシナルム（Ｓａｃｃｈａｒｕｍ　ｏｆｆｉｃｉｎａｒｕｍ）種、モラセス、サト
ウキビシロップ）、ハチミツ、カエデシロップ（Ａｃｅｒ種）、またはアガベ（アガベシ
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ロップ）に基づく、これらの物質を含有する植物調製物も適している。
　以下も可能である。
（ｉ）合成の、すなわち通常は酵素により生成されるデンプンまたは糖加水分解物（転化
糖、フルクトースシロップ）；
（ｉｉ）フルーツ濃縮物（例えばリンゴまたはナシに基づく）；
（ｉｉｉ）糖アルコール（例えばエリトリトール、トレイトール、アラビトール、リビト
ール（ｒｉｂｏｔｏｌ）、キシリトール、ソルビトール、マンニトール、ズルシトール、
ラクチトール）；
（ｉｖ）甘味性タンパク質およびペプチド（例えばミラクリン、モネリン、タウマチン、
クルクリン、ブラゼイン）；
（ｖ）甘味料（例えばマガップ、シクラミン酸ナトリウム、アセスルファムＫ、ネオヘス
ペリジンジヒドロカルコン、サッカリンナトリウム塩、アスパルテーム、スーパーアスパ
ルテーム、ネオテーム、アリテーム、スクラロース、ステビオシド、レバウディオサイド
、ルブソシド、スアビオシド、モグロシド、ルグズナム、カレラーム、スクロノネート、
スクロオクテート、モナチン、フェニロズルチン（ｐｈｅｎｙｌｏｄｕｌｃｉｎ）、フィ
ロズルチン、アブルソシド（例えば国際公開第２０１５／０９１２９８号に記載される）
）；
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１３】
（ｖｉｉ）抽出物またはこれらの抽出物の富化画分の形態である群（ｉ）からの天然甘味
料、特にＴｈａｕｍａｔｏｃｏｃｃｕｓ抽出物（カテンフェ（ｋａｔｅｍｆｅ）フルーツ
）、Ｓｔｅｖｉａ種からの抽出物（特にＳｔｅｖｉａ　ｒｅｂａｕｄｉａｎａ）、スウィ
ングル抽出物（ＭｏｍｏｒｄｉｃａまたはＳｉｒａｔｉａ　ｇｒｏｓｖｅｎｏｒｉｉ、ル
オハングオ）、カンゾウからの抽出物、さらにＧｌｙｃｅｒｒｈｙｚｉａ種（特にＧｌｙ
ｃｅｒｒｈｙｚｉａ　ｇｌａｂｒａ）、Ｒｕｂｕｓ種（特にＲｕｂｕｓ　ｓｕａｖｉｓｓ
ｉｍｕｓ）、かんきつ抽出物、Ｈｙｄｒａｎｇｅａ　ｍａｃｒｏｐｈｙｌｌａ　ｖａｒ．
　ｔｈｕｎｂｅｒｇｉｉ　Ｍａｋｉｎｏからの抽出物、Ｌｉｐｐｉａ　ｄｕｌｃｉｓから
の抽出物、Ｍｙｃｅｔｉａ　ｂａｌａｎｓａｅからの抽出物、ならびに対応するこれらの
抽出物の富化画分も、本発明による香味混合物において使用してもよい；
（ｖｉｉｉ）甘味性アミノ酸（例えばグリシン、Ｄ－ロイシン、Ｄ－スレオニン、Ｄ－ア
スパラギン、Ｄ－フェニルアラニン、Ｄ－トリプトファン、Ｌ－プロリン）；
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
（ｖｉｉｉ）さらなる甘味性低分子量物質、例えばヘルナンズルシン、ジヒドロカルコン
グリコシド、グリチルリチン、グリチルレチン酸（ｇｌｙｃｅｒｒｈｅｔｉｎｉｃ　ａｃ
ｉｄ）、それらの誘導体および塩、リコリス（liquorice）（Ｇｌｙｃｙｒｒｈｉｚｚａ
　ｇｌａｂｒａ種）の抽出物、Ｌｉｐｐｉａ　ｄｕｌｃｉｓ抽出物、Ｍｏｍｏｒｄｉｃａ
種抽出物など、または
（ｉｘ）フルーツ調製物もしくは抽出物、例えばＭｏｍｏｒｄｉｃａ　ｇｒｏｓｖｅｎｏ
ｒｉ［ルオハングオ］から、欧州特許第２２９８０８４号に記載のＨｙｄｒａｎｇｅａ　
ｄｕｌｃｉｓから、またはＳｔｅｖｉａ種（例えばＳｔｅｖｉａ　ｒｅｂａｕｄｉａｎａ
）からのフルーツ調製物もしくは抽出物
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（ｘ）国際公開第２０１５／０６２９９８号に記載のＳｔｅｖｉａ種またはＲｕｂｕｓ種
からの酵素処理グリコシドの甘味料または抽出物
（ｘｉ）国際公開第２０１２／１６４０６２号に記載のＭｙｃｅｔｉａ　ｂａｌａｎｓａ
ｅからの抽出物または単離バランシン。
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